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Momo  ミヒャエル・エンデ 　　河合俊雄　　100分de名著（NHK）　
はじめに：
時間とは何かを描いた児童文学、童話である。私は、10代のころにこの映画をみた記憶があるが、その時はあまり印象に残らなかったというのが正直なところであった。2020年8月のEテレ「100分de名著」で本著を取り上げていたのをきっかけに、今回この本を読んでみようと思った。効率的な時間の使い方を求められる現代で、豊かな時間の過ごし方を問いかける物語は大人が読んでも楽しめる。まるで現代社会の問題を予見したような内容である。新型コロナ禍に突入し、新しい働き方、生活の仕方が求められる状況でとても参考になる。大人になった今では、わざわざ誰も教えてくれないような大切な言葉も散りばめられていている。
あらすじ：　
「モモ」は、円形劇場の廃墟にいつのまにか住み着いた浮浪少女。推定年齢は８～１２歳。
ある日、街の中、自分でも自分がだれかしらない「モモ」という少女が街に現れる。「モモ」は字も読めない、数字を数えることもできない。しかし、この子のために親切な街の住民たちは街にある円形劇場を改造して「モモ」が住める部屋を作ってくれたり、食べ物や着る服などを持ってきてくれ「モモ」の面倒を見てくれた。面倒を見ることで「モモ」と親しくなり、「モモ」の小さい家には人の行き来が絶えなかった。その理由は「モモ」のある能力があったからである。「モモ」は人の話をよく聞いてくれる少女であった。そのため、街の人々に対して「モモ」はすごく大事な少女になって、街の人々に問題があったら「とにかくモモに行ってみて」というぐらい「モモ」と街の人々はますます親しくなった。

しかし、ある日、街に「灰色の男たち」がやってくる。灰色の男たちは、街の人たちに時間の節約を説く。節約した時間は時間貯蓄銀行に預けられる。そうすれば、自由時間が増えるという。時間節約のためには効率的に生きる必要がある。（時間貯蓄"銀行"というが、一度取られた時間は引き出すこともできず、自分の意思でその貯蓄を止めることはできない。一方的に搾取されるばかりである）。仕事の質を落とす、ペットを飼うのはやめる、歌だとか本だとか友達付き合いだとかはやめる・・。街のみんなは灰色の男の提案に乗り、忙しくなり、不機嫌になっていく。

　ある日、「モモ」は灰色の男たちの一人に遭遇する。灰色の男は、「モモ」が持っている人形に対していろいろな付属品（アクセサリー）を勧めたり、人生で大事なことはほかの人よりも成功することだと語る。「モモ」は聞く能力があるため、灰色の男はついつい、自分たちは知られてはならない存在であること、人間から時間をむしりとっていること（返す気も、利子をつける気もない）、時間をむしりとるほど仲間が増える、などとしゃべってしまう。灰色の組織は人々の潜在意識に入ることにはことごとく成功するのだが、「モモ」に対しては失敗した。灰色の男たちは「モモ」を危険な存在として確保しようと画策する。
ここで「モモ」を助けたのが、亀のカシオペイアである。カシオペアは、30分先の未来が見えるという、不思議な能力をもっており、カシオペアの導かれて難を逃れ、「どこにもない家」へ行き、この世界の神様のような存在であるマイスター・ホラに出会う。マイスター・ホラは「モモ」に対して時間の真理のようなものを教える。「人間は、ひとりひとり自分の時間をもっている。この時間は、本当に自分のものである間だけ、生きた時間でいられる。灰色の男たちは、本当は、いないはずのものだが、人間がそういうものの発生をゆるす条件を作り出した、彼らが支配するスキすら与えている」と言う。
　灰色の男たちは「どこにもない家」を包囲し、全部の人間の時間をそっくりまとめて奪おうとする。ホラは時間を停止させる。灰色の男たちは葉巻のけむりが消えてしまうと時間を失って消えてしまう。時間貯蔵庫に駆け付けなければならない。モモは時間貯蔵庫の扉を開けて、「時間の花」を解放し「自由になった時間の嵐」が巻き起こる。こうして誰もがゆとりある生活を取り戻すことになる。

感想：
・効率を強要される社会に対しての風刺であり、時間とは何か、なぜ毎日せっせと働いているのかを考えさせられる物語である。（めまぐるしいこの社会には本当に時間貯蓄銀行が存在し無意識のうちに灰色の男たちと契約しているのかもしれない。）われわれは、本当の豊かさを求めるよりも、やりたくない生活を選択していることは、ないだろうか。
・多くの人が、お金にその本来の意味を深く考えることなく魅了され、かつ時間を心と共に売ってしまう。（その傾向は、筆者がこの物語を書いた1972年より今の方がずっとずっと強くなっていると感じる）「時間」という形のないものを著者が目に見えるよう、書き記してくれたように思う。心の眼で「時間」を数えなければ、たとえ多くの「時間」という財産を保有していたとしても　それは「生きた時間」として使うことができないかもしれない。
・効率よく建設的に費やしたと考える時間であっても自分の中にほとんど残らない時間がある。逆に感動し、笑い、誰かと分かち合った時間は物質的な単位としては短くとも、深く心に刻まれることがある。　
・「モモ」を読むと本当の財産とは時間短縮や効率化などで生み出されるものではなく一瞬一瞬でも濃厚に深く心に刻まれる経験・感動・思い出なのではないかと思える。そしてその時間は、物語の中でマイスター・ホラが語っているように、心で感じ、心が動くことによって、初めて刻まれるように思う。

・頭ではなく、心の眼で「時間」を数えられるようになれば、人生の長さを数ではなく重みで量ることができるように思う。
物語の中で気づいたこと（心に残った言葉）：
・小さなモモができたことは他でもありません。相手の話を聞くことでした。すると相手には自分のどこにそんなものが潜んでいたかというような驚くべき考えがすっと浮かびあがってくるのです。

・みんなはモモのところに話を聞いてもらいによく来たもんだ。話を聞いてもらっているうちに、みんなは自分自身を見つけ出したんだ。

・初めから偏見を持ってかかるのはよくないね。原住民の言い伝えの奥深くには、真実が潜んでいることが多いんだ。
・時間とは、すなわち生活なのです。そして生活とは、人間の心の中にあるものなのです。

・人間というものは、一人一人がそれぞれの自分の時間を持っている。そしてこの時間は、本当に自分のものである間だけ、生きた時間でいられるのだよ。

・この世界を人間の住む余地もないようにしてしまったのは、人間自身じゃないか。今度は我々がこの世界を支配する。

・時間って、一種の音楽なのよ。いつでも響いているから人間が取り立てて聞きもしない音楽なのよ。

・人間は自分の時間をどうするかは自分自身で決めなくてはならない。

・「もしあたしの心臓がいつか鼓動をやめてしまったらどうなるの」「おまえ自身はおまえの生きた年月の全ての時間を遡る存在になるのだ。人生を逆に戻って行って、ずっと前にくぐった人生への銀の門に最後には辿り着く。そしてその門を今度はまた出て行くのだ」「その向こうは何なの？」「そこは、お前がこれまでに何度も微かに聞きつけていたあの音楽の出てくるところだ。でも今度は、おまえもその音楽に加わる。おまえ自身が一つの音になるのだよ」

　・光を見るためには目があり、音を聞くためには耳があるのと同じに人間には時間を感じとるために心というものがある。そして、もしその心が時間を感じとらないようなときには、その時間はないもおなじだ。
意見交換のテーマ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下記について、自由に意見交換したいと思います（感想含む）。　　　　　　　　　　　　　①「モモ」を読んだことは、ありますか？　この資料の内容を含み、何か気づいたこと、感じたことあれば、教えてください。
②今まで読んだ童話の中で特に心に残っているものは、ありますか？その内容・理由は？
③新型コロナ禍に突入し、新しい働き方、生活の仕方が求められる状況で、今後生活していく中で何か変えて生きたい思うことあれば、教えてください。（特に時間の観点から）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
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